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Abstract
　　In this paper, I focus on the following points: 1) why do we ﬁnd the presence of Mononoaware-
senstivity(a subtle sensitivity to nature and life) in modern Japense mind?; 2) why is this 
Mononoaware-sentivity found to be related to various views on politics, environmental problems, 
robethics, information ethics in spite of separation between them in terms of ‘logical meaning’?; 3) 
how can this kind of Japanese inner mind be compared to those of other cultures and societies in East 
Asia and South East Asia? I will examine these points by analyzing my research data I have collected 
and related literature on this subject. 



































































































































































































































































































































には、通常の論理、「主語的論理」と違う論理が働いているとも言える。‘Occurrence of disaster is 




































































































.318** .411** .306** .473**
競争や効率ばかりを重視する欧米型の企業の姿勢に追随
するベトナムの企業の姿勢は間違っている。
.379** .603** .554** .481**
企業というのはそこで働く人が能力を磨き、人間として
成長できる場所であるべきだ。
 283** ns ns .188**
人間は豊かになりすぎると堕落しがちなものだ - .271** .189** .328**
大きな自然災害の発生は、人間に対する天からのある種
の警告である
- ns ns ns
ロボットに介護をまかせることは便利なようだが、同時
に介護される人の社会的孤立を強めるので問題がある。





.136* .458** .407** .400**
インターネットのＳＮＳやブログで自分の顔写真を公開
するのはプライバシーの面で問題である。
.373** .467** .389** .437**
自分の病気やちょっとした失敗談などを話題にすると、
友人や知人との距離感がぐっと縮まることがある

























































1995G 2000G 2011HG 2010CG 2012TS 2014HG 2015CG 2016KG 2014TWS 2017V
日本 日本 日本 中国 タイ 日本 中国 韓国 台湾 ベトナム
現代生活の中で人間はあまりにも自
然からはなれ過ぎてしまっている
73.6% － 78.0 90.6 91.5 71.2 82.0 86.0 91.1 91.0
人間は豊かになりすぎると堕落しが
ちなものだ
83.7 81.5 87.0 86.2 65.2 80.4 76.3 67.3 85.1 87.0
人間には何らかのかたちで運命とい
うものがある
84.4 79.0 82.4 81.5 52.9 77.5 76.3 80.4 81.8 82.3
世の中には科学で説明できないこと
も数多くある
88.5 88.3 88.2 94.2 89.4 81.8 89.3 91.0 97.8 96.4
今 の 日 本(中 国、 韓 国、 台 湾、 タ
イ、ベトナム)には自己中心的な人
間が多すぎる
85.5 88.3 80.3 93.8 － 76.8 91.6 91.0 86.7 89.0
今の世の中では一人一人の人間はあ
まりにも無力である
71.9 64.8 77.8 － － 72.7 － － 61.9 －
今の世の中が明るく楽しそうに見え
るのは表面的な部分だけである
73.3 65.6 72.7 83.8 － 70.0 77.6 83.0 58.0 86.4
人のためにつくせばいつかは自分に
プラスとなってかえってくるものだ
－ 68.1 74.3 83.4 95.1 66.5 78.0 79.7 77.9 94.6
最近災害が多いのは人間に対する天
からのある種の警告である
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